
 「 建 学 」 の 精 神 

この扁額は、1798 年に国学を創建した時、琉球国王尚温が揮毫したものであり、 

本校の前身である県立第一中の表玄関に掲げられていたが、今次大戦で焼失し、  

1959 年に復元した。「海邦」とは「海にかこまれた邦」のことで、「養秀」とは、  

「すぐれた人材を教育する」という意味である。「海邦養秀」とは、県立第一中・ 

県立首里高等学校の伝統を貫く精神である。  
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